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研究成果の概要：日本列島中部地域の農耕の形成について、特に本格的灌漑水田農耕成立以前

の実態を明らかにする目的で調査・研究を行った。特に、静岡市手越向山遺跡の調査では、弥

生時代中期前半に遡る可能性の高い畠状遺構を検出した。このような成果を含めた分析から、

本格的農耕導入以前に、小規模集団がある程度選択的に各種の農耕形態を受容したことが考え

られるようになった。また、静岡清水平野の事例の分析などから具体的にどのように農耕が形

成されたかをモデル化することができた。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)列島農耕形成期研究の新視点 

日本列島各地に農耕がどのように導入さ
れたかは、古代社会への革命的転換を解明す
る上での重要な問題である。 

列島における農耕の開始は、北部九州を起
点とする灌漑水田耕作の受容とその広がり
に求められてきたが、近年、縄文時代の多角
的な植物利用、縄文後晩期以降の雑穀栽培利
用が解明・再評価されるとともに、水田耕作

の技術的多様性が指摘されるにいたり、列島
の農耕起源論は転機を迎えている。また、AMS
法を用いた高精度 14Ｃ年代の年輪較正年代
から暦年代を導く研究の成果が公表されだ
し、縄文・弥生時代を中心とする先史時代の
実年代が大きく見直されつつある。特に弥生
時代の開始年代は、従来考えられてきたより
も遡る可能性が指摘されるにいたっており、
日本列島の農耕導入期である弥生時代前半
期は、従来考えられていたよりも長い期間で
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あったことが予想される。したがって、この
時期の文化とともに、列島農耕文化の導入過
程が見直されることは必至である。 

弥生時代開始後、西日本には比較的早期に
遠賀川系の農耕文化が定着したと考えられ
る一方、日本列島中部地域においては、灌漑
水田耕作を基盤とした大規模集落が成立し、
農耕が社会的に受容されるのは弥生時代中
期中葉であると考えられている。しかしなが
ら、中部地方にもそれを遡る弥生時代前期か
ら中期前半にあたる時期に、土器に見られる
稲籾圧痕、プラントオパール資料や農耕と関
連すると考えられる石器群などが検出され
ており、稲作に関する情報の「波及」とそれ
が社会的に「定着」する二つの時期の「ズレ」
の現象として概念的に示されている。最近、
この「稲作情報の波及と定着のズレの時期」
が従来考えられていたより長い期間であっ
たことが考えられるようになったわけであ
るが、現在、この時期の文化の具体像とその
展開過程を明らかにすることは、日本列島に
おける農耕の成立を考える上でも新しい重
要な課題であると考えられる。 
 
(2)関連する研究動向と課題 
 本研究は、中部地方における灌漑水田農耕
の導入より以前の農耕の形態を明らかにし、
農耕の成立過程の具体像への接近を試みる
ものである。灌漑水田農耕が列島の農耕社会
を方向付けたとする見方は支配的であるが、
一方で、縄文から弥生へかけての農耕の転換
を重層的に捉える見方が一般化しつつある。
そこには、縄文時代における植物の管理栽培
が明らかになってきたことや栽培植物資料
の蓄積が進み、西日本後晩期にイネを含む穀
類の栽培の導入が確実視されるようになっ
たことなどが背景の一つにあげられる（宮本
一夫「縄文農耕と縄文社会」『古代史の論点
１』2000 年など）。 
 本研究の構想にある農耕の重層性につい
ては、中山誠二氏が、稲作の諸要素の出現時
期を地域毎に整理することによって、灌漑型
水稲作の「波及」と「定着」に特に東日本に
顕著なずれがあることを指摘している（中山
誠二「日本列島における稲作の受容」『食料
生産社会の考古学』朝倉書店 1999 年など）。
一方、田崎博之氏は列島の導入期の水田形態
に水利施設を伴うⅠ型と伴わないⅡ型を設
定し、それぞれの細分によって列島における
展開過程と地域に特有な水田形態を描き出
している（田崎博之「日本列島の水田稲作」
『東アジアと日本の考古学Ⅳ』同成社 2002
年ほか）。このような概括的な分析や地域的
に恵まれた資料などから導き出された結論
が、本研究の構想の骨格となっている。 
 しかしながら、特に中部地方では、灌漑水
田農耕で考えられる道具の組み合わせ以外

の打製石斧などの生業具の分析は進んでお
らず、水田遺構の検出が少ない中で、遺跡の
立地・環境などから生業のあり方を分析する
視角も確立していない。西日本や東北地方で
は、水田の検出例も多く弥生前半期の生業に
ついてのある程度具体的な分析が進められ
ているが（高瀬克範『本州島東北部の弥生社
会誌』六一書房 2004 年）、中部地方でこうし
た分析が進められれば、列島における農耕の
展開過程を構想する上で、大きな空白であっ
た部分が補完されるものと考えられた。 
 
(3)研究の準備状況 
研究代表者である篠原は、近年研究テーマ

を「弥生時代の農耕」に据え、所属機関から
配分された研究費を活用しながら、資料の収
集や分析を進めてきた。また、この間携わっ
ている藤枝市編さん専門委員会委員（1997 年
～）や特別史跡登呂遺跡発掘調査指導委員
（1999 年～）の機会においては、地域の基礎
的な情報を通史的に集めることや重要な農
耕集落についての最新情報とともに、弥生集
落や農耕に関する様々な知見を得ることが
できた。 
 さらに、2004 年度および 2005 年度には、
所属研究機関より研究費の補助を受けて、
「列島中部における農耕成立の特質につい
ての研究」（2004 年度）および「列島中部に
おける農耕導入過程についての研究」（2005
年度）のテーマで研究をおこなっている。
2004 年度については 、静岡清水平野周辺の
縄文時代晩期から弥生時代前期の遺跡の生
業形態に注目し、資料収集および分析研究を
おこなった。弥生時代前半期に丘陵部での焼
畑や丘陵縁辺低地での小規模な水田を含め
た農耕を生業の一部として行っていた可能
性を指摘し、その成果を発表した（「静岡清
水平野における弥生遺跡の立地と農耕の成
立」中部弥生時代研究会第 10 回例会発表要
旨集、2005 年）。また、静岡清水平野の農耕
社会の成立を概観する試みもおこなった
（「静岡清水平野に拡がる遺跡の語るもの」
『静岡の文化』2005 年）。2005 年度には、静
岡市内丸子地区周辺のフィールドワークを
行い、丸子式土器文化に関する分布調査もお
こなった。このような研究を通して、おもに
静岡清水平野を中心とした地域の農耕成立
期に関する資料収集と周辺地域との比較研
究を進めてきた。 
 
 
２．研究の目的 

本研究では日本列島中部地域の「稲作情報
の波及と定着のズレの時期」の文化について
分析をおこなうことを企図した。具体的に対
象としたのは、東海地域の条痕文系土器文化、
中部高地地域の浮線文系土器文化およびそ



 

 

れに併行する関東の土器文化など中部地域
の弥生前期に併行する文化と、それぞれの地
域で後続する中期前半期の文化である。それ
ぞれの地域の土器文化や墓制については、あ
る程度の研究の蓄積があると考えられるが、
その生業、とりわけ農耕との関連でこの時
期・地域の資料を評価することは十分におこ
なわれていない状況にある。 

したがって、中部地域各地の当該期の遺跡
における、石器組成を中心とした道具の組み
合わせ、稲関連資料、遺跡の立地と周辺環境
などのデータを収集し、中部地域の「稲作情
報の波及と定着のズレの時期の文化」を評価
するための基礎資料を収集することを第一
の目的とした。また、私がフィールドとして
いる静岡清水平野では、この時期の特異な遺
跡立地や農耕関係資料が明らかになってお
り、さらに調査を加えることによって、この
時期の生業形態の具体的なモデルを構築す
ることができると考えた。このようなモデル
を構築し、中部地域の農耕成立の具体的過程
にアプローチする視点を獲得することを第
二の目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、農耕形成期の具体像を明らか
にするために、(1)農耕形成期の情報の収集、
(2)中部地方における農耕形成のモデル構築
の二つを基軸とした。 
(1)農耕形成期情報の収集 
①遺跡データの収集 
 分析対象となる遺跡および遺跡群につい
て、農耕およびそれを含んだ生業についての
データの収集をおこなった。遺跡の立地や性
格に注意しながら、次の項目の情報を収集す
ることとした。 
 ・遺跡の立地と性格 
 ・周辺の同時期遺跡との関係 
 ・生業に関連する道具組成 
 ・遺物の使用痕に関する情報 
 ・道具の出土状態・使用法に関する情報 
 ・植物資料（農耕関連）に関する情報 

・動物資料に関する情報 
等 

②地域空間情報の把握 
 地域空間での遺跡のあり方と生業が深く
関連すると考えられるため、 

・遺跡の性格 
・遺跡の位置 
・遺跡の環境 

などを地形、地理と結びつけた地図および地
理情報を小地域毎に作成することとした。 
③中部地方以外の比較資料の検討 
 中部地方以外の灌漑水田以前、もしくはそ
の成立期の遺跡について資料収集すること
とした。 

(2)中部地方農耕形成期のモデル構築 
①静岡清水平野をケーススタディーとした
モデル構築 
 静岡清水平野では、当該期の遺跡が、丘陵
部や丘陵裾部、低地部といった多様な環境に
立地しており、それぞれの遺跡を評価し、関
係性を導いていくことによって、中部地方に
おける農耕形成期の一つのモデルを作り上
げることができると考えられた。さらに以下
の調査をおこなうことによって、このモデル
を修正・補強することとした。 
 ・丘陵部に展開する丸子佐渡山遺跡および

その関連遺跡の発掘調査 
 ・低地部を中心とした既報告遺跡の資料調     
  査 
 ・採集品や未報告資料の報告資料化 
②中部地方各地における遺跡群のモデル化 
 ①の分析を参考にしながら、(1)で収集し
た資料を分析しながら、中部地域各地におけ
る農耕形成期の地域様相をモデル化してい
くこととした。 
(3)総合・総括 
(1)および(2)によって収集された情報お

よび地域のモデルを比較検討し、中部地域各
地の農耕形成がどのように進んだか考察を
進める。また、そこに完成された灌漑型水田
耕作がどのように導入されたかについても
検討を進め、中部地域における農耕の形成過
程について総括することとした。 
 
 
４．研究成果 
(1)農耕形成期の情報収集 

2006 年度から 2007 年度にかけて、中部
地方における農耕形成期の資料を収集する
とともに、比較対象として列島各地の遺跡
資料の巡検につとめた。出張を行って資料
調査をおこなった地域は、静岡県内および
愛知県、三重県、福井県、東京都、青森県、
岩手県、宮城県等であった。 
2008 年度には、次に示す手越向山遺跡の

調査・発見があり、その成果のまとめに重
点を置いたため、これらのデータの集約は
十分ではないが、以下のモデル作成や農耕
形成の議論においてこれらの成果を適宜参
考にした。 
 

(2)手越向山遺跡の調査 
 静岡清水平野に位置する「稲作情報の波及
と定着のズレの時期」の文化にあたる遺跡と
して、静岡市手越向山遺跡の調査を行った。
この調査によって、この「ズレ」の時期にあ
たると考えられる「畠状遺構」を検出したこ
とは、列島の農耕形成を考える上でも極めて
重要な成果となった。 
①手越向山遺跡調査の概要 
静岡市街の北西部に位置する佐渡山山頂



 

 

付近は、弥生中期初頭の丸子式土器の標識遺
跡として知られる佐渡遺跡であり、大型の打
製石斧を多く出土する初期の農耕と関連す
る遺跡と考えられた。2006 年度から佐渡山の
東側斜面に位置する手越向山遺跡の発掘調
査を実施し、その後 2008 年夏までに 4次に
わたる調査を実施した。 

調査地点は南に向いた斜面部分にあたる
が、2007 年度の第 2次調査までに、北側およ
び東西に溝をめぐらし、2基の主体部と墳丘
盛土をもつ方形周溝墓 1基を検出した。この
周溝墓は、周溝出土土器の時期から弥生時代
中期後半に構築されたものと考えられる。さ
らに、墳丘盛土の下層に人為的な造作を示す
可能性のある黒色土の堆積が認められ、2008
年の第 3次および第 4次調査によって、方形
周溝墓下層に黒色土の覆土と耕作に関連す
る並列する浅い溝状の窪みからなる「畠状遺
構」が広がっていることが明らかになった。 
②畠状遺構の構造 

畠状遺構は、方形周溝墓方台部下層の堆積
土を削り込んで、等高線方向に並行する溝状
の凹凸を残しながら形成される面を下面と
し、その上部に黒色土の覆土を形成している
ことがわかった。この覆土は、クロボク土と
地山の黄褐色土が混合した土として観察さ
れ、土壌を専門とする松田順一郎氏の観察に
よっても、総じて人為的に良く攪拌された土
層であり、畠の耕作土である可能性が高いも
のと考えられるようになった。覆土下面は、
字山面が斜面にそって等高線ラインに並行
する溝状もしくは階段状の凹凸を残しなが
ら削り取られている状況が明らかになった
が、上部の覆土を耕作した際に下部の地山面
が掘り返された結果であると考えられる。こ
の覆土と下面構造が一体となって畠状遺構
を構成していたが、これを検出できた範囲は
方形周溝墓の墳丘が残されていた範囲に限
られた。この覆土下部構造の検出範囲はおお
むね東西 7m、南北 4m ほどの範囲であった（下
図）。 

 
③畠状遺構の評価 
 検出された畠状遺構は、覆土の状況や下面
の溝状の凹凸と一体となった構造から、畠で
ある可能性が高いと考えられる。覆土の下層

に形成された溝状遺構群は、上部の黒色土を
掘り起こして畠作土を造成する際に形成さ
れた耕作痕であると考えられる。一連の状況
は、耕作に伴うさまざまな状況を示している
と考えられるが、斜面地にあって耕作土の流
失を防ぐ目的や耕作土を改良するための工
夫が加えられているものと考えられる。 
 畠状遺構の時期は、方形周溝墓が構築され
た中期後半以前であり、遺物は覆土上面付近
で条痕文の壺形土器片 1点を検出したのみで
ある。また、畠状遺構の掘削具として佐渡遺
跡周辺で採集されている大型の打製石斧が
想起されるが、覆土下面で検出された掘削痕
はこれとの関連が考えられる。このようなこ
とから畠状遺構の時期は中期初頭の丸子式
土器段階である可能性が高い。 
回収した覆土については、植物遺体や炭化

物の検出を進める予定であり、今後年代測定
資料が得られる可能性も考えられる。畠状遺
構の覆土については、古環境研究所の松田隆
二氏に植物微化石の分析を、東大阪市鴻池新
田会所管理事務所の松田順一郎氏に土壌の
分析を依頼しておこなった。植物化石の分析
については、化石の遺存状態は良くないもの
の、比較的乾燥した畑地の環境が考えられた
一方、穀物類に関連するデータは得られなか
った。土壌については、その後の顕微鏡観察
およびⅩ線分析においても畠の覆土として
整合的な結果が得られている。 
④調査の成果 
 手越向山遺跡では、弥生時代中期前半に遡
る可能性の高い畠と考えられる遺構を検出
した。これは、これまで知られていなかった
本格的灌漑水田耕作定着以前の農耕の具体
像の一端を明らかにしたものと考えられ、今
後の列島農耕形成論に重要な成果をもたら
すものと考えられる。 
 調査の成果については、『佐渡山周辺の考
古学Ⅱ』および『同Ⅲ』として、調査の概要
について報告を終えている。今後、分析の内
容や考察を加味して、2010 年度に正式報告書
を刊行する予定である。 
 尚、本研究にかかわる調査として、2008 年
3 月に富士宮市渋沢遺跡についても範囲確認
を主な目的とした調査を行い、成果を得てい
る。 
 
(3)静岡清水平野の農耕形成のモデル 
 手越向山遺跡の調査成果により、佐渡山周
辺および静岡清水平野の弥生時代前半期の
遺跡資料についても再評価が可能になった。
また、これまで中期中葉と考えられてきた本
格的な農耕文化導入についても相対的な評
価が可能になった。 
弥生中期初頭丸子式期の農耕については、

手越向山遺跡の畠状遺構や近隣のセイゾウ
山遺跡、西山遺跡など居住域を伴った遺跡の



 

 

あり方から小規模な集団がある程度限定的
な畑地の経営にあたったことを考えうるよ
うになった。また、静岡市瀬名遺跡などでは
同時期に小規模な水田耕作を営んでいる可
能性があり、当時の農耕のありかたとして
「小規模集団がある程度選択的に各種の農
耕形態を受容し、総体的に多様な農耕が展開
した」と考えられるようになった。 
 一方、本格的な農耕形成については、神奈
川県中里遺跡とその周辺の事例などを引き
ながら、小規模分散的な小集団が再編されて
中期中葉の本格的農耕集落を営む集団が形
成されるとする設楽博己氏の見方（設楽「東
日本農耕文化の形成と北方文化」『稲作伝来』
2005 年）などがあるが、静岡清水平野でもあ
る程度農耕について習熟した小規模集団が
再編されて、本格的農耕が開始されるモデル
を考えることができるようになった。 
 こうした構想の内容については、「本州中
部地域における農耕形成の一つのモデル－
静岡清水平野を事例として－」としてまとめ、
日本考古学協会 2008 年度愛知大会において
報告した。 
(4)地形環境と農耕形成 
 本研究の過程では、遺跡の立地環境にも着
目してデータの収集を行った。この中で、本
格的な灌漑水田耕作を開始したと考えられ
る時期の遺跡の多くが、扇状地などの地形と
関係する伏流水や小規模流路などの水環境
と微傾斜地と関連して立地することがわか
ってきた。また、静岡清水平野の事例から、
そのような周辺環境を媒体として遺跡群の
展開が認められることも明らかになってき
た。そこで、収集したデータのうち、特に静
岡清水平野の資料について詳細な分析を進
め、「静岡・清水平野における弥生遺跡の分
布と展開」（『静岡県考古学研究』40 号，2009
年）として発表した。静岡清水平野において
地形環境と関連しながら本格的な農耕集落
が条件の整った各地に成立し、それぞれの地
区で展開していく様子を復元することがで
きた（下図）。 

 
 

(5)総括 
 日本列島中部地域の農耕形成期の資料収
集と静岡清水平野を事例とした調査と農耕
形成モデルの作成によって、同地域における
農耕の成立過程についていくつかの知見を
得ることができ、その成果を発表することが
できた。 
 特に、手越向山遺跡における畠状遺構の検
出は、中・東日本における本格的な農耕形成
以前の農耕のあり方をはじめて具体的に検
出した事例として、きわめて学術的価値の高
いものと評価される。こうした事例から、収
集した資料の再評価を行い、モデル構築を行
うことによって、農耕形成に関する今回のい
くつかの論考を導き出すことができた。 
手越向山遺跡の分析結果を含めた正式報

告書の刊行や収集資料の集約など、いくつか
の課題が残されているが、今後早い時期に取
り組んでいきたい。 
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